
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度ももう残りわずか。年度末の蔵書点検のため、図書館の本は一度すべて返却してください。春休み中の読書には終業式の日の特別貸出を利用してくださいね。（あ） 

KOK Library 
『リアルサイズ古生物図鑑 中生代編』 

 『リアルサイズ古生物図鑑 新生代編』 

土屋健/著 技術評論社 

古生物のサイズを実感できます。 

『世界でいちばん透きとおった物語』 

杉井光/著 新潮社（新潮文庫） 

衝撃のラストに、あなたの見る世界は「透きとおる」― 

電子書籍化絶対不可能、紙の本だからこその仕掛け

があります。ネタバレ厳禁！ 

『この夏の星を見る』 

辻村深月/著 KADOKAWA  

コロナ禍による緊急事態宣言。誰も経験したことのない

事態の中で、全国の中高生はリモート会議を駆使して 

つながっていく―。 

『成瀬は信じた道をいく』 

宮島三奈/著 新潮社 

『ペリリュー 外伝 １』 

『ペリリュー 外伝 ２』 

武田一義/著 平塚柾緒/原案協力 白泉社 

『地球の歩き方 ディズニーの世界 

名作アニメーション映画の舞台』 

地球の歩き方編集室/編集 地球の歩き方 

『一線の湖』 

砥上裕將/著 講談社 

『変な家２ 11 の間取り図』 

雨穴/著 飛鳥新社 

フリーライターの著者と設計士のコンビが不可解な 

間取りの謎に挑む、YouTube 発のミステリー第二弾。 

『読まずにわかる こあら式英語のニュアンス図鑑』 

こあらの学校/著 KADOKAWA 

覚えておきたい英単語の使い分けやニュアンスの違いを

紹介。イラストがかわいくてわかりやすいんです。 

『どっち？』 

キボリノコンノ/作 講談社 

木でできているのは、どっち？ 注目の木彫り 

アーティストによる作品と本物の食べ物を並べた 

クイズ絵本。ホンマにわかりません、ぜひ見にきて。 

『森と氷河と鯨 ワタリガラスの伝説を求めて』 

星野道夫/著 文藝春秋 

苔むした森、蒼い氷河、ザトウクジラの海―神話を 

追い、人類の足跡をたどるエッセイ。 

『栗山ノート』 

栗山英樹/著 光文社 

名将はなぜ、感動を呼ぶ采配を振るのか？（WBC の 

舞台裏を振り返る『栗山ノート２』ももうすぐ入ります！） 

『華氏 451 度』 

 レイ・ブラッドべリ/著 早川書房 

本を読むこと、持つことを禁じられた世界。人々は考え

ることをやめ、甘い仮想現実世界にひたって「幸せ」に

暮らしていたが―。70 年前の小説です。でもなんだか、 

現代の私たちみたいじゃない･･･？ 

coming soon

有吉佐和子文学賞 
～今、あなたの感ずるままに～ 

■応募資格 中学生以上  ■主催 和歌山市 

■応募締切 令和６年３月１５日（金） 

■賞    最優秀賞 50,000 円 

      優 秀 賞 30,000 円 

      佳  作 10,000 円 

      奨 励 賞  5,000 円 

作
品
募
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